
 

レジリエンス研究教育推進コンソーシアム令和元年度第 2回議事次第 
1 日時：令和元年 7月 22日(月)10 時 00 分～11時 00 分 
2 場所：防災科学技術研究所 東京会議室 
3 出席者：林（会長）、甘利（副会長）、遠藤 
陪席者：中島（防災科学技術研究所）、坂入（〃）、前山（〃）、平岡（セコム）、石濱（筑波大学）、 

秋葉（〃）、鈴村（〃）、松原（〃）                   （敬称略） 
4 議事 

(1) Joint Seminar 減災との共同シンポジウムについて ········································· 資料 1 (P1～) 
 

(2) 共同シンポジウムにおけるパンフレット配置・ポスター展示について 
 

(3) 共同シンポジウムの旅費について 
 

(4) 筑波会議の旅費について 
 

(5) リスク・レジリエンス工学学位プログラム設置報告書に記載する 
学外実習受入承諾書（案）について ······ 資料 2 (P15～) 

 
(6) 協働大学院に係る協定（案）について ····························································· 資料 3 (P19～) 

 
(7) 客員教員の追加について 

 
(8) 令和 2年度 3 月の運営委員会開催機関について 
 
(9) 参画機関所属者向けリスク・レジリエンス工学学位プログラムリーフレットについて 

 
(10) その他 
 

5 配付資料 
資料 1-1 Joint Seminar 減災との共同シンポジウム 開催概要（案） 
資料 1-2 Joint Seminar 減災との共同シンポジウム ポスター（案） 
資料 1-3 Joint Seminar 減災との共同シンポジウム ご案内送付状（案） 
資料 1-4 Joint Seminar 減災との共同シンポジウム 使用部屋一覧 
資料 1-5 Joint Seminar 減災との共同シンポジウム レセプション予算案・メニュー 
資料 1-6 Joint Seminar 減災との共同シンポジウム 事前登録フォーム（案） 
資料 1-7 Joint Seminar 減災との共同シンポジウム アンケート（案） 
資料 2 リスク・レジリエンス工学学位プログラム設置報告書に記載する学外実習受入承諾

書（案）について 
資料 3-1 国立大学法人筑波大学とレジリエンス研究教育推進コンソーシアムにおいて設置

する協働大学院の教育研究への協力に関する協定書（案） 
資料 3-2 筑波大学における協働大学院方式に関する規則 
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レジリエンス研究教育推進コンソーシアム事務局 TEL: 029-853-4975　E-mail: r2ec@risk.tsukuba.ac.jp
事前登録URL  https://r2ec.jp/news/1135/●お問合せ

主催：Joint Seminar 減災、レジリエンス研究教育推進コンソーシアム
後援：地域安全学会、日本災害情報学会、日本自然災害学会、日本災害復興学会、情報処理学会、電子情報通信学会、日本知能情報ファジィ学会、
　　　エネルギー・資源学会、日本エネルギー学会、日本都市計画学会、土木学会、警察政策学会、日本市民安全学会、日本情報経営学会、　
　　　日本航空宇宙学会、キッズデザイン協議会、日本防災産業会議、日本ネットワークセキュリティ協会、日刊工業新聞社

令和元年10.25金 14:00～18:00
（受付13:00～）

第 1部・第 2部／参加無料・要事前登録

関西大学 梅田キャンパス
KANDAI Me RISE 8階大ホール
大阪府大阪市北区鶴野町1番5号
（阪急「梅田駅」茶屋町側から徒歩5分、JR「大阪駅」から徒歩10分）

場所

筑波大学・岡島 DRIJ・長瀬

日本電気・谷 関西大学・永松

世の中では低い確率で起こる
ことを「想定外」というが、「想
定外」を想定できるレジリエ
ンス人材をどのように育成す
べきか、教員・学生・企業が
多角的に検討する。

司会　古川 宏　筑波大学 システム情報系 准教授

14:00-14:05 開会挨拶
 　河田 惠昭　関西大学 社会安全研究センター センター長／特別任命教授
14:05-14:20 講演　筑波大学におけるレジリエンス人材育成

　岡島 敬一　筑波大学 システム情報系 教授
14:20-14:35 話題提供 1　DRIジャパンにおけるレジリエンス人材育成

　長瀬 貫窿　DRIジャパン 理事長
14:35-14:50 話題提供 2　日本電気におけるレジリエンス人材育成

　谷　 幹也　日本電気株式会社 セキュリティ研究所 所長
14:50-15:05 話題提供 3　関西大学におけるレジリエンス人材育成

　永松 伸吾　関西大学 社会安全学部 教授
15:05-15:20 話題提供 4　社会人学生からみたレジリエンス人材育成

　木下 仁視　筑波大学大学院 システム情報工学研究科 リスク工学専攻 博士前期課程

第 1部

15:30-16:45 パネルディスカッション　「想定外」を想定できるこれからの人材育成とは
 　モデレーター　　甘利 康文　セコム株式会社 IS 研究所

　登　壇　者　　各講演者・話題提供者
16:45-16:50 閉会挨拶
 　林　 春男　防災科学技術研究所 理事長

第 2部

事前登録申込QRコード事前登録締切 10月9日(水)
レセプション以外は当日参加も可能です。

筑波大学・木下
●レセプション （4階多目的室）
17:00-18:00 （会費 1,000 円、要事前登録）

「想定外」を想定できる
これからの人材育成とは
「想定外」を想定できる
これからの人材育成とは

共同シンポジウム
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令和元年 8 月〇日 

各  位

Joint Seminar 減災・レジリエンス研究教育推進コンソーシアム 
共同シンポジウムへのご参加及び周知のお願いについて

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

東日本大震災をはじめとする近年の不安定な社会情勢において、安全・安心な社会を実現す

るためには、想定を超える危機に立ち向かい社会システムを回復する方法を準備しておく必要

があります。そして、そのような安全・安心な社会を持続させるためには、これからの社会を

担うレジリエンスの専門家を育成していかなければなりません。

このような問題意識のもと、この度 Joint Seminar 減災とレジリエンス研究教育推進コン

ソーシアムは、令和元年 10 月 25 日(金)に関西大学梅田キャンパスにて、共同シンポジウム

「『想定外』を想定できるこれからの人材育成とは―教員・学生・企業の視点から―」を開催い

たします。

つきましては、貴機関においてご出席を賜りたく、また、同封いたします本シンポジウムの

ポスター等について、貴機関の関係者にご周知くださいますよう、よろしくお願い申し上げま

す。

敬具

記

【シンポジウムへの参加方法】

ご参加される場合は、10 月 9 日(水)までに下記事前登録ページからお申し込みくださいます

ようお願い申し上げます。準備の都合上、可能な限り事前に登録をお願いいたします。

事前登録ページ： https://r2ec.jp/news/1135/ 

【送付書類】

・Joint Seminar 減災・レジリエンス研究教育推進コンソーシアム 共同シンポジウムポ

スター（A4 版・A2 版）

【主催】

・Joint Seminar 減災（代表：河田 惠昭〈関西大学 社会安全研究センター センター長／

特別任命教授〉、林 春男〈防災科学技術研究所 理事長〉） https://js-gensai.jp/
・レジリエンス研究教育推進コンソーシアム（会長：林 春男〈防災科学技術研究所 理事

長〉） https://r2ec.jp

【代表問合せ先】

レジリエンス研究教育推進コンソーシアム事務局

〒305-8573 茨城県つくば市天王台 1-1-1 筑波大学システム情報エリア支援室内

担当：松原 悠
TEL: 029-853-4975 FAX: 029-853-5717 Mail: r2ec@risk.tsukuba.ac.jp 

ご案内送付状
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STEP1
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STEP3 STEP4

レセプションメニュー
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資料1-7 （案）
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9F., No.200, Sec 3, Beisin Rd., Xindian 
District, New Taipei City 23143, Taiwan 
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